












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































鍔三浦梅園脇愚山帆足万里 野本雪巌白石照山緒方洪庵 吉田松陰 野本白巌福沢百助
福沢三之助
福沢諭吉
5）長崎での蘭学修行のチャンスと中津における蘭学の伝統、兄三
之助と奥平壱岐による世話
①ペリー来航の緊迫感の中で長崎での蘭学修行のきっかけをつかむ
}が19歳の嘉永７（1854）年２月、兄の三之助が諭吉を長崎に誘った。砲福澤が19歳の嘉永７（1854）年２月、兄の三之助
術修行およびそのためのオランダ語の「原書」を読む修行をするためだという。
前年の嘉永６年３月には、浦賀にペリーの来航と開国要求があり、８月には
ロシアのプチヤーチンが軍艦４隻を率いて長崎に来航した。この年の３月の
｢日米和親条約」締結によって神奈川、下田、函館が開港されるなど、日本の
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国際関係に大事件が起き、中津にも緊迫感が走った。ペリー来航と開国要求に
際して幕府より「出兵を準備すべきの命」が出、「開国に就きての可否を諸藩
に下問」が成された。この「下問」に関して中津藩で、隠居はしたが強い影響
力を持つ昌高と当主である第８代の昌服との間で意見が分かれたとぎれる。
『藩史』によれば、「公は三百諸侯の大多数と同じく、鎖国擢夷を主旨とし昌高
老公は開国互市を可とすの各意見書を上げる」ことになった。また、プチャー
チンの長崎来航に際しては、「長崎奉行と大事を議せんとするを以て、九州諸
藩と辺海防御の命を受け、一の手この手出兵の準備をな」し、同７年２月１２日
には、「異国船渡来中」は警護人を江戸藩邸に揃えて置くようにと、幕府より
命令が下った。さらにその２年後の安政３年には、中津の「竜王浜三百間の突
端に砲台を築き大砲数門を据えて不慮の変に備」えた（P､370-1)。
このように、海防に関する中津と長崎、九州各藩、江戸との頻繁な連絡連携
が必要とされた時期に、おそらく「長崎役」関連の仕事つまり、長崎奉行およ
び他の九州各藩との打ち合わせ等の用事で、兄三之助が長崎に出張することと
なった。そして、次男なのでどこかの養子として落ち着くか僧侶か学問で身を
立てる他に方策がないが、養子を嫌がっていた弟の諭吉に向かって、砲術修行
とそのためのオランダ語の修行に長崎へ行かないかと、誘った。それは、「坊
主にする」という父の遺志の、変形した実現であった。
「丁度ペルリが来た時で、亜米利加の軍艦が江戸に来たということは田
舎でも皆知て、同時に砲術と云ふことが大変喧しくなってきて、ソコデ砲
術を学ぶものは皆和藺流に就て」学ぶので、…兄が申すに、『和蘭の砲術
を取調べるには如何しても原書を読まねばならぬ…和蘭出版の横文字の書
だ…貴様は其原書を読む気はないか』と云ふ゜」（｢自伝」２２ページ）
これに対して諭吉は、漢学修行において他の生徒よりも出来がよく、「読書
講義に苦労がなかったから…人の読むものなら何でも読みませう」と言って、
｢兄の共をして参」った゜
②家老・奥平壱岐の蘭学修行と壱岐による諭吉の世話の藩としての
位置づけ
下士の次男である諭吉の長崎行きは、正式の修行願いを藩に提出してのもの
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図５福澤諭吉の中津体験と「学問」
大阪と中津＝２つの文化体験
長崎を窓口とする世界への広がり
「門閥」の姪桔
手仕事 基礎的リテラシーと
読書･生活力
･好奇心
･技の熟練
･算術基礎
･母の慈愛と
下級社会とのつきあい 家族愛・兄弟姉妹の助けあい父母兄の教育方針
ではなかったと考えられる。しかし、中津藩として砲術を中心とする蘭学修行
を進める傾向はないでもなかった。というのは、家老の一人である奥平壱岐が
既に長崎に来て、光永寺という寺に寓居して、砲術家の山本物次郎の下に通っ
て、蘭学修行、砲術修行に取り組んでいたからである（｢全集ｊ第七巻、ｐ226)。
そして、次の４点を考えるとき、壱岐の長崎滞在については藩としての何らか
の位置づけがあったとしても不思議ではない。すなわち、①ペリー来航・神奈
川条約締結という時期。②奥平が700-900石という月番交代の家老の１人であ
る「大身衆」で開明派のリーダーであったこと。③２年後には藩の海岸に大砲
数門を据えつけていること。ざらに④その５年後の文久元（1861）年には壱岐
兄の友人たちの議論・情
･国際関係・国防
･幕藩体制の補強と藩政改革
･特産物形成と経済
● 中津藩の蘭学伝統と
帆足万里の学統
報 Ｘ 
Ｘ 
漢学修行
・人間の存在：天・人・性
･学問の目的：修身斉家治国平天下
･方法：格物致知窮理
･分野としての、天文・リテラシー・芸
術・数学・人間関係
･歴史を作る人々
･東アジアのダイナミックス・外国への
眼
学問のおもしろさと努力
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が江戸詰家老となっていること。
もしそうであったとしたら、諭吉の長崎滞在についても何らかの形で、藩庁
内外で話題にはなっていた可能性もある。奥平壱岐の世話で諭吉も初期にはこ
の光永寺に住まい、ついで同じく壱岐の世話で山本の食客となった。諭吉は十
二石二人扶持の小役人の次男坊で、壱岐は大身衆の当主。小久保が言うように
壱岐と諭吉が白巌の同門であることによって、漢学修行の成績のよい諭吉の才
能を買って蘭学修行をさせることが、藩にとっても利益になると考える壱岐以
外の人が、藩の中枢付近にあって壱岐が世話をしていたと考えられる。
③中津の蘭学の伝統と譜代としての制約からくる蘭学促進の微弱さ
後に述べるように、藩としての蘭学の奨励は奥平壱岐が江戸家老になって福
澤を呼び寄せる時期に盛んになるが、それ以前にも中津で蘭学が奨励された時
期はあった。一つは、前野良沢を支援した第３代藩主奥平昌鹿時代であり、他
の一つは第５代昌高の時代である。昌高は、蘭学を好み自らも長崎に行きシー
ポルトと親交の深い薩摩藩主島津重豪の次男であり、「聡明・鋭敏の才能」を
もつ、いわゆる開明派の君主であった。父重豪の影響を受け、「和蘭人の－大
愛護者たる中津老公」には「公の蘭学に熱心なる和蘭辞書・蘭語訳撰等の箸あ
り」とシーポルトにも認識されていた。重豪および後の開明派薩摩藩主・島津
斉彬と共に、江戸のオランダ人の定宿「長崎屋」にシーポルトをしばしば訪ね、
オランダ語を使って会話していた（シーポルト『江戸参府紀行｣)。文政２
(1819）年には藩医村上玄水に人体解剖の許可をしていた昌高は「和蘭舶載の
珍品・奇物」の購入のために「長崎に人を遣わし｣、長崎の`情報収集をし、「開
国貿易の有利を主唱」し、海防の近代化の重要性を認識。砲術家として頭角を
現し後に勝海舟と共に幕府の海軍創設にかかわる佐久間象山を招いて、「江戸
高輪下屋舗内に於て蘭式調練及び新式大砲の鋳造・操作を家人に習授｣させた。
また、野本雪巌に命じて準備させた「藩学進脩舘」を寛政２（1790）年に開設
し、国学、漢学、洋学、算術、砲術などの15科目を置いて、洋学、砲術も含め
て文武両道を奨励した。そのうち、「洋学」については、「自から蘭学を講じ｣、
｢物理．化学を研究する等新知識を領得し又新事物を利用して壬績を拳」げて
いた（『藩史jP353-356)。
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隠居後も強い影響力を維持していた昌高であったが、父・島津重豪の蘭学へ
の支出が薩摩藩財政を圧迫し後に調所広郷の財政政策が斉彬との確執を生んだ
ように、中津藩でも藩財政の急迫の中で、内政重視と開明的政策とのバランス
が難しくなってきた。凶作や－摸、物価高騰の中での藩士による借金返済延期
誓願なども起こる中で、新田開発や米相場、酒販売の自由化や国内での「朱印
貿易」の許可、有力商人の「元締勘定人小頭」への抜擢等によって、経済活性
化と藩の税収強化、藩政改革を図る必要があった。嘉永２（1849）年の中津で
は、初めての種痘実施などは行われていたが、財政的には蘭学は歓迎されな
かった。しかし、ペリーの来航に直面して、砲術を前面に出しながら蘭学が復
活しようとしていた。その微妙な時期における、諭吉の旅立ちだった。
3．長崎への旅立ち後の中津とのつながり
周知のように、福澤は長崎への旅立ちの日、「一度出たらば…再び帰て来は
しないぞ」と「後向て唾して…かけ出した」と述べている。
｢如斯処に誰が居るものか、一度出たらば鉄砲玉で、再び帰て来はしないぞ、
今日こそ宜い心地だと独り心で喜び、後向て唾して楓々と足早にかけ出したの
は今でも覚えて居る」（｢全集」弟七巻、Ｐ､22）
しかし、実際にはその後も中津藩士として、また、中津出身の人々との緊密
な協力において、福澤はその後の人生、「実学」「実業」の道を歩んでいる。
１）中津藩大阪屋敷の人々
長崎に出ておよそ一年後中津に呼び戻きれることになった諭吉は、中津には
くろがねやそうぺえ
行かず、鐵屋惣兵衛という中津の商人に助けられて大阪に出た。また、長Ⅲ奇か
ら、諫早、小倉、下関、明石を経て大阪に着いたときに頼ったのは、当時中津
藩大阪蔵屋敷の勤番になっていた兄三之助と大阪藩邸の人々であった。
「大阪に着て久振で兄に逢うのみならず、屋敷の内外に幼い時から私を知っ
ている者が沢山ある。…其中には、私に乳を呑まして呉れた仲仕の内儀さんも
あれば、…兄の供をして中津から来て居る武八といふ男は、先年も大阪の私の
家に奉公して私のお守りをした者で、…産婆さんも達者にして居る…。私も１日
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を壊しうて胸一杯になって恩はず涙をこぼしました。…真実故郷に帰った通り
で誠に宜い心地｡」（p32）
そして、「大阪でも先生がありそうなものぢゃ、大阪で蘭学を学ぶが宜い」
といって緒方洪庵の「適的塾」で学ぶよう勧めたのは、兄だった（同)。
２）国家老・江戸家老の奥平壱岐によるサポート
①光永寺と山本家の紹介
長崎で諭吉をサポートしたのは、奥平壱岐だった。奥平壱岐の家は、代々家
老を勤める「大身衆」１１人の８位で、石高は700-900石だった（｢中津藩史」
P,473)。長崎での諭吉はまず、「光永寺」という「まず長崎では名のある大寺」
に「居候」をしていたが、それは「藩の家老が滞留中」で、その「奥平壱岐と
云ふ人は其のお寺と親類」だったので、「其の人を便って」のことであった。
そして、砲術家山本物次郎のもとで修行したのも、「奥平が砲術を学んでいる
其縁を以て、奥平の世話で山本の家に食客に入り込みました」という次第だっ
た（i自伝』ｐ22-23,226)。
②オランダ語の築城書の貸与
諭吉には「とても買ふことは出来ず」という、２３両もする高価なオランダ語
の軍事技術の本を貸してくれたのも壱岐だった。すなわち、「熱病」から回復
して大阪に戻り、緒方塾での蘭学修行を再開したときに、兄が「償麻質斯」＝
リューマチで亡くなる。そのために中津に戻った折に、奥平壱岐が長崎から中
津に戻っていたので、壱岐の屋敷に「御機嫌伺」に行った。すると、「和蘭新
版の築城書」を「｢よし貸そう』と云って貸して呉れた」ので、20-30日の間に
全て書き写した（同上P､41-12)。そしてこの書物を訳したのが、諭吉の最も古
い時期の翻訳著作の一つである『ベル築城書』（『全集』第一巻）である。
③江戸への呼び出し、中屋敷長屋での蘭学塾開設の決裁、英蘭辞書
の貸与、アメリカ行きの許可
安政５（1858）年、「江戸の藩邸に蘭学の塾を開きたい…藩中にある福澤を
呼べ」という「藩命」によって、念願の江戸行きが叶った。このとき、「江戸
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詰めの家老」すなわち、中津藩の江戸藩邸責任者として、「意義なく直ちに決
して」くれたのが、奥平壱岐であった（『自伝」Ｐ､77-78)。そして、汐留の上屋
敷に行ったところ、「鉄砲洲に中屋敷がある、其処の長屋を貸すと云ふので…
住って居ると…藩中の子弟が三人五人づつ学びに来るやうになり」、これが後
の慶応義塾へと発展していく。
また、福澤が英語の修行を始めた安政６（1859）年、「ホルトロップ」という
｢価五両」の英蘭辞書を「奥平の藩に嘆願して買取て賃て…毎日毎夜独ち勉強」
したと述べているが、ここにも開明派の壱岐が関与している可能性は高い。
さらに、万延元（1860)年に諭吉が軍艦奉行木村攝津守の「従僕」としてア
メリカに行くが、この時期の諭吉の身分は中津藩士である。したがって江戸詰
家老である奥平壱岐の同意なしに福澤のアメリカ行きは実現しなかったと考え
られる。諭吉が桂川家の伝をたどって木村に直接頼んだのは事実だろうが、中
津藩士の身分として行く以上、藩の決済があって初めて具体化されるものだと
考えられるからである。
④福澤の壱岐批評と「亥年の建白事件」による壱岐の失脚
『自伝」において福澤は、奥平壱岐を一面ではかなり酷評している。「壱岐は
元来漢学者の才子で局量が狭い。小藩でも大家の子だから如何も我儘だ」「奥
平壱岐はお坊さん、貴公子だから、級密な原書などの読める訳はない」「大家
の我儘なお坊さんで智恵がない度量がない｣、蘭学の進歩が速い諭吉に対して
｢ヤッカミ」を抱いて長崎から「中津へ還へすやうな計略を運らした」（同P24）
などと言っている。
しかし、『自伝ｊにおいても、壱岐の「計略」は「あったものと見えて」と
いう諭吉の推測の域を出てはいない｡諭吉を中津へ呼び戻すことにした人物は、
諭吉なども「御隠居様と崇めていた」壱岐の父親だという。
「中津に在る彼の御隠居様が無法なことをしたと云ふは、何れ長崎の悴
壱岐の方から打ち合わせがあったものと見えて、其隠居が（諭吉の）従兄
の藤本を呼びに来て、…諭吉を呼び環せ、アレが居ては体壱岐の妨げにな
るから早々呼び環せ、但しソレには母が病気だと申し遣わせと云ふ、御直
の厳命が下ったから、固より否むことはできず…」（同P25）
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もちろん、他方で長崎時代についても、「全体奥平と云ふ人は決して深い巧
らみのある悪人ではない」（同P､24）といい、築城書を秘密で書き写したこと
などについては「実を申せば壱岐よりも私の方が却って罪深いやうだ」（同
P､78）と、親しみともとれる表現をしている。
この、壱岐に対する実際よりもキツイ評価の背景には、奥平壱岐の失脚とい
う現実があったと考えられる。『中津藩史』は次のように伝える。すなわち、
ペリーの来航以来、日本全体で国防についての議論が盛んになっているのに、
中津藩では旧態依然としていることについて、文久３（1863）年３月に、「有志
の輩」が、江戸家老奥平壱岐の罷免を求めて筆頭家老の「大身奥平図書」に直
訴状を提出した。「畢寛奥平壱岐の専横・横暴、上府（江戸）・本藩（中津）
を隔離するの結果に因るものなれば壱岐を退隠せしめて君側の好を除かん」と
いうものであった。最後の中津藩主・奥平昌邇となる伊達儀三郎を伊予宇和島
藩から世嗣として迎えたことについての、擢夷派の反発が原因と考えられる。
曲折の末、「江戸詰め家老奥平壱岐の職を停め、禄二百石を削」ることとなり、
｢亥年の建白事件」と呼ばれた。
これに対して、「藩史」の著者・黒屋直房は壱岐擁護のコメントをしている。
「元来壱岐は学和漢に通じ、加ふるに長崎に出て蘭学を修め、砲術に精
しく、詩を好くし、書画に巧みに、器玩を愛し盆栽を賞する等多芸にして
趣味広〈特に政治的見識・手腕見るべきもの少しとせず…（奥平家の）中
津時代享保以来の傑物にして当時江戸詰老職を以て…世嗣擁立を断行した
るは刻下の`情勢に処する最善の方策と称すべし…。伊予宇和島の城主十万
石伊達家より幼弱なる儀二郎君を迎えし一事は…特に父君宗代侯の賢明を
考慮に入れたるにあらざるなからんや。…養君の嗣立を以て私欲を暹ふせ
んとする好計の如く弾劾せられたるは誤解・邪推の酷だしきもの…壱岐の
功や妄りに没すべからず」（P､381）
中津藩では、シーポルトとも交際がある開明的君主として知られていた薩摩
藩主・島津重豪の次男を婿養嗣として迎え藩主昌高とするなど、開明的君主を
尊ぶ風潮もあった。長崎経験もあり、福澤の江戸での蘭学塾開設をもサポート
した壱岐もまた、開国の方向性を見通して、宇和島藩との連携を図り、それが
嬢夷派の反発を招いたものと考えられる。ただ、福澤がいう壱岐の「我儘」
Hosei University Repository
福澤諭吉「学問のすすめ」成立過程における中津時代の意義１５３
｢局量が狭い」性格が災いしたと『藩史」も言う。
「亥年の建白事件の骨子は、下克上にあり、下士の上士に対する唾整なり、
偶ま奥平壱岐上府家老を以て専権・威福を窓にするを以て彼等の槍玉に上りた
るに過ぎず…唯其心術の不遜にして徳`性の欠如たるが故に彼等の標的となり
…」（P､380-381）
禄を削られ免職となった壱岐は中津藩から「`決々として終に藩を立退くや｣、
開明的君主で壱岐を長崎に遊学させた先代藩主昌高の出身地、薩摩に行った。
そして薩摩藩から「壱岐を抱へて千石を給せんと」申し出があったが、大身第
二位の生田又右衛門を使者として立て「謝絶せしめた」という。その後、「明
治に及んで－時大蔵省に出仕したりしが吹珂・不遇・落莫として晩年を終へた
り」という。
壱岐の決裁がなければ、諭吉の江戸中屋敷での蘭学塾の開設も、後の慶応義
塾も、アメリカ行きもなかった可能性が強い点には、注意が求められる。
３）中津藩士としての「砲術修行願い」と緒方塾への復帰、江戸で
の中津藩士としての生活、蕃害調所への入門、幕府外国方への
出仕
諭吉が再び大阪に戻って緒方塾での蘭学修行を再開した頃、安政３（1856）
年の９月に兄三之助が逝去したので、諭吉は家督を継ぐことになった。「部屋
住み」の立場から、「十二石二人扶持」の中津藩士に、名実ともになった。そ
の結果、緒方塾に戻るには、藩庁に対して正式な「願い」を出す立場になり、
ききずみ
｢私儀大阪表緒方洪庵の許に砲術修行'二罷越したい」と願書を出して「聞済」
の許可が下りた。
大阪から江戸に出るとき、「江戸勤番」のための「藩の公用」扱だったので
｢家来一人振の金」が支給され、江戸に着くと中屋敷に長屋が提供された。
また、横浜で英語が分からないという現実に直面して、英語の習得を目指そう
とした。そして出来たばかりの「九段にある蕃書調所と云ふ幕府の洋学校」が
あるので入門を志した。「藩士の入門願いには其藩の留守居と云ふものが願書
に奥印をして然る後に入門を許すと云ふ」ので「藩の留守居の処に行て奥印の
事を頼み…衿を着て蕃書調所に行って入門を願ふた｣。
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アメリカから戻った諭吉は幕府外国方に出仕するが、この時も中津藩士の身
分は維持した「陪臣」としてであった。
４）慶応義塾を支えた中津人脈
福澤が２回のアメリカ訪問と１度のヨーロッパ訪問を終えて、『西洋旅案内」
『西洋事情』がベストセラーとなったが、一方的な謹慎処分を受けて「小民の
教育専一」を決意して、福澤は既に英学に切りかえていた塾の拡張に着手する。
そして、藩の上士であった島津祐太郎らと頻繁に連絡を取りながら、小幡篤次
郎、小幡仁三郎らを江戸に伴い、慶応義塾の経営等をともに行った。
５）『蘭学事始」の刊行、「中津留別の書｣、旧藩主奥平昌逼の協力
による「中津市学校」ヘの協力と『学問のススメ」
明治２（1869）年には『蘭学事始』刊行に尽力した。神田公平が湯島聖堂裏
の露天で見つけたという、杉田玄白著「和蘭事始』の写本を見た。諭吉は、こ
の本を通じて中津藩の医師で日本蘭学の大先達であり、福澤が蘭学塾を開いた
のと同じ築地の中津藩中屋敷の自宅で『解体新書』の翻訳作業のリーダーを務
めた「蘭化先生」こと前野良沢に出会った心地がすると、感動の様子を記して
いる（｢蘭学事始再版序」『全集』第九巻)。
「既に世に亡き人と思ひし朋友の再生に遭ふたるが如し。…書中の紀事
は字々皆辛苦、就中明和八年三月五日蘭化先生の宅にて始めてターフルア
ナトミアの書に打向ひ、膳舵なき船の大海に乗出せしが如く荘洋として寄
る可きなく唯あきれにあきれて居たろ迄なり云々の一段に至りては、我々
は之を読む毎に、先人の苦心を察し、其剛勇に驚き、其誠意誠心に感じ、
感極まりて泣かざるはなし。…毎度繰り返しては之を読み、右の段に至れ
ば共に感涙にむせびて…｡」
そして、自ら費用を出し題名を『蘭学事始』と修正し、序文を書いて刊行に
尽力し、伝統を確実に継承することに、再版の意義があると述べた。
「数千部の再版書を普く天下の有志者に分布するは即ち蘭学事始の万歳
にして、菅に先人の功労を日本国中に発揚するのみならず、東洋の一国た
る大日本の百数十年前、学者社会には既に西洋文明の胚胎するものあり、
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今日の進歩偶然に非ずとの事実を、世界万国の人に示すに足るべし」
話には聞いていた中津蘭学の先達、前野良沢の苦労と実績を確認することを
通じて、そうした伝統を受け継ぐ「学者社会」の一員としての自分自身を再確
認している様子が伺える。
福澤が江戸に出立するに当たって、中津の人々に残した文章が「中津留別の
書」であるが、これが『学問のススメ』初編の原型を成していることは周知の
とおりである。そこには、奥平壱岐が擁立した最後の藩主・奥平昌遇が私財を
提供して出来た「中津市学校」が介在している。
中津市学校は、城内三の丸の旧家老生田四郎兵衛の屋敷跡に築かれた。第八
代藩主・昌服の隠居御殿である「隠殿」に、「|日中津知藩事」昌逼が「大に士
族の前途を憂慮し子弟をして有用の新知識を習得し独立自営の生計を立てしめ
んとし毎年家禄の五分の一即ち米一千六十石宛てを出資し…又…二万金を…以
て校資に充当する事となし自ら市学校記を述べ」て出来たものであった。
福沢はこの事情について、「中津ノ旧官員ト東京ノ慶応義塾ト商議ノ上」で
きたものであり、「門閥貴賎ヲ問ハズ」「士族ノ上下二別ナク」「恰も封建門閥
ノ残夢中二純然ダル四民同権ノー新世界ヲ開キタルカカロシ」と回想している。
そしてこの「中津市学校」の学生のために小幡篤三郎との共著の形で刊行した
のが『学問のススメ」（初編）だった。
4．要約
大阪生まれの福澤は、古くから交通・軍事の要衝であり、宗教・産業の重要
地点だった中津で幼少期を過ごすことにより、大阪と中津という二つの文化を
持ち、長崎遊学以後生活圏と視野を広げ、「改革者」として進んでいく原動力
を得た。
中津で福澤が受け継いだ豊前・豊後、九州の儒学・蘭学・実学は、後の福澤
の著作の基本骨格を提供した。これに下士の次男としての手仕事体験等が加
わって、先人たちには成しえなかった「権理通義」の視点からの新しい人間関
係の学問を作る動機を得た。
福澤の修行を長崎以後一貫して支えた人物として、中津藩開明派のリーダー
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奥平壱岐がいた。奥平中津藩が始まった「享保以来の傑物」（『中津藩史』）と
も評される壱岐はしかし、下士の学問が上士の学問を凌駕し、下士の発言権が
上士の発言権を制約するという時代の変化の中で、上席の「大身」たちの「姑
息の策」によって失脚する。この究極の原因を、福澤は「算筆に疎くして理財
の眞情を知らざるが故に下士に依頼して商法を行ふも、空しく資本を失う」と
いう「上士」の生活や教育、学問に内在している問題点に求めた。
『学問のススメ』という書物は、慶応義塾と最後の中津藩主奥平昌遇との合
作によって「中津市学校」ができたときに、豊前・豊後をふくむ日本やアジア
の先達への思いをはせながら書かれた。それは、中津における「下士」の学問
が「上士」の学問を凌駕したという一種の勝利宣言であった。またそれは、中、
上士に欠けている具体的現実的ことがらに習熟しつつ、農・商・工の民に欠け
ている統治の学をも修得した下士の、「ミッヅルカラス」としての可能性を強
調したものでもあった。そして「下学して上達す」等の儒学の基本的発想や方
法を、激動の明治初年の日本に即して翻訳して見せた書物でもあった。
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